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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
、専
務
理
事
就
任
直
後
の
事
で
す
。自
転

車
で
出
勤
途
中
に
転
倒
し
て
し
ま
い
、左
肘
や
左

膝
を
負
傷
し
ま
し
た
。橋
の
歩
道
か
ら
大
淀
川
の

堤
防
沿
い
の
歩
道
に
左
カ
ー
ブ
し
た
と
こ
ろ
で
、

タ
イ
ヤ
が
滑
っ
た
の
で
す
。ス
ピ
ー
ド
は
出
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、ズ
ボ
ン
は
破
れ
、擦
過
傷
で
出
血

し
、し
ば
ら
く
は
膝
を
つ
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。一
度
転
倒
し
滑
る
と
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
路
面

は
粗
い
砥
石
の
よ
う
で
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
、

肘
当
や
膝
当
て
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。最
近
の
労
働
災
害

で
は
転
倒
災
害
が
最
も
増
加
し
て
い
る
と
い
う
中

で
、身
を
も
っ
て
体
験
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
自
転
車
は
子
供
の
頃
か
ら
乗
り
慣
れ
て
お
り
、

手
軽
で
エ
コ
で
、運
動
に
も
い
い
し
、車
が
渋
滞
し
て

い
て
も
そ
れ
を
横
目
に
す
い
す
い
と
時
間
ど
お
り

移
動
で
き
る
の
で
重
宝
し
て
い
ま
す
が
、経
路
に

よ
っ
て
は
、ど
う
し
て
も
今
回
の
よ
う
に
滑
り

や
す
い
箇
所
、見
通
し
の
悪
い
箇
所
、狭
い
箇
所
、

自
動
車
や
通
行
人
が
よ
く
飛
び
出
す
箇
所
な
ど
危

な
い
地
点
が
存
在
し
ま
す
。や
は
り
、交
通
ヒ
ヤ
リ

マ
ッ
プ
を
頭
の
中
に
お
い
て
、危
険
箇
所
で
は
減
速

す
る
、一
時
停
止
す
る
、そ
し
て
定
期
的
に
点
検
す

る
な
ど
、自
転
車
も
基
本
に
忠
実
な
安
全
運
転
と

日
常
の
管
理
が
必
要
だ
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
自
転
車
愛
を
深
め

な
が
ら
、長
く
付
き
合
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、協
会
の
運
営
は

自
転
車
操
業
や
転
倒
な

ど
し
な
い
よ
う
、今
年
も

し
っ
か
り
安
全
運
転
で
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

     （
専
務
理
事
　
福
山
）

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

1
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全
社
員
で
共
有
!!

情
報
は
、

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
!!
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

「巳」年　中国の「殷
いん

」時代（紀元前 16 世紀頃～同 1046年）に生まれた十二支。
『漢書 律暦志』によると巳は「已

い
」（「止む」の意味）で、草木の成長が極限に達

して次の生命が育
はぐく

まれる時期を表しており、「後漢」時代（紀元 25 ～ 220 年）に
十二支を普及させるため、身近な動物の文字（蛇等）を後付けしたのだそう。
また訓読みの「み」は、およそ奈良時代以前の古語「へみ」に由来しているとか。
そのニョロッとした見た目や、「藪蛇」「蛇の道は蛇」「鬼が出るか蛇が出るか」
等のおっかない言葉や諺からしても、蛇＊が苦手な方は多いのでは？ とは言
いつつも「金運」や「財運」が身（巳）につくようにと〝抜け殻〟をお財布に入れて
ましたっけ？！ 昔の話で恐縮です<(_ _)>
　　　　　　　　　　　画像出典：中央労働災害防止協会 年末年始無災害運動ポスター

＊ 《蛇
・

足ですが…》WHO（世界保健機関）の紋章に、医療と医療従事者の象徴として２匹の蛇が巻きついた杖（ギリシャ神話の神：ヘルメス（（英名）マーキュリー）の杖）がデザインされ
ているのをご存じの方は多いのでは？ 調べてみますと、商業高校の「校章」にも少なからず、商業の神の象徴としてこの杖がデザインされているようです。知らなかったぁ～！

新年のご挨拶  （橋口会長・坂根宮崎労働局長）
｢化学物質管理強調月間｣（２月）を初めて実施します
年末年始の災害防止を徹底しよう !
送検事例
くるみん認定と一緒に「プラス」認定も取得しませんか ?  及び
令和7年度全国産業安全衛生大会 in 大阪・近畿のお知らせ ほか
講習のご案内 
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安全は　働くみんなでつくるもの　働くみんなで守るもの

宮崎労働基準協会報宮崎労働基準協会報宮崎労働基準協会報
公益社団法人宮崎労働基準協会   宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル　TEL.0985-25-1853  http://www.miyazaki-roukikyo.or.jp

橋口 光雄   　　発行人

安全運転で

　　GO!
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
橋
口
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
し
い

年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
当

協
会
の
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
世
界
情
勢
に
目
を

向
け
ま
す
と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ア
メ
リ

カ
大
統
領
に
再
選
さ
れ
、
米
国
フ
ァ
ー

ス
ト
の
政
策
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
す
る

中
、
貿
易
戦
争
の
激
化
や
ロ
シ
ア
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
行
方
、
混
迷
す
る
中

や
急
激
な
物
価
上
昇
に
賃
金
の
上
昇
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
状
況
等
を
踏

ま
え
、
宮
崎
労
働
局
で
は
最
低
賃
金
・

賃
金
の
引
上
げ
及
び
人
材
確
保
に
向
け

た
支
援
と
し
て
、
業
務
改
善
助
成
金

や
人
材
開
発
支
援
助
成
金
等
の
各
種

支
援
策
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
ま
い

東
や
東
ア
ジ
ア
情
勢
な
ど
、
今
年
も
不

確
実
性
が
高
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
経
済
で
は
、
昨
年
、
新
紙
幣
が

20
年
ぶ
り
に
発
行
さ
れ
、
日
経
平
均
株

価
も
初
め
て
4
2,
0
0
0
円
台
を
つ

け
る
な
ど
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
が
、
物
価
高
や
企
業
の
人

手
不
足
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
内
の
経
済
状
況
は
、
昨

年
8
月
の
地
震
や
台
風
の
影
響
で
観
光

り
ま
し
た
。

　

企
業
に
お
け
る
人
手
不
足
感
は
引
き

続
き
強
く
、特
に
医
療
、福
祉
や
建
設
業
、

運
輸
業
な
ど
で
は
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
産
業
を
問
わ
ず
、
新

規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
に
対
す
る
採

用
意
欲
も
高
い
水
準
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
克
服
の
た
め
に
は
、
多
様

な
働
き
方
を
自
由
に
選
択
で
き
る
環
境

の
整
備
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
女
性
活
躍
促

進
、
長
時
間
労
働
の
削
減
な
ど
の
「
働

き
方
・
休
み
方
改
革
」
の
取
組
み
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
労
働
災
害
は
依
然
、

高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
令
和
５
年

が
一
時
期
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
個
人

消
費
や
観
光
を
含
め
、
緩
や
か
な
回
復

傾
向
で
し
た
。
巳
年
の
今
年
は
、
世
界

情
勢
の
荒
波
を
乗
り
越
え
、
石
破
政
権

が
目
指
す「
地
方
創
成
」「
賃
上
げ
と
投

資
が
け
ん
引
す
る
成
長
型
経
済
」
が
好

景
気
を
も
た
ら
し
、
私
た
ち
の
身（
巳
）

に
明
る
さ
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
4
月
か
ら
10
月
ま
で
大
阪

の
夢
洲（
ゆ
め
し
ま
）に
お
い
て
、「
大

阪
・
関
西
万
博
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
い

の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
1
5
0
の
国
と
25
の
国

際
機
関
を
は
じ
め
企
業
や
市
民
団
体
等

が
集
い
、
S
D
G
s
の
達
成
と
、
そ
の

後
の
未
来
を
描
き
出
す
こ
と
を
開
催
の

意
義
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
未
来
へ

の
希
望
を
世
界
に
示
す
万
博
に
な
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

昨
年
の
宮
崎
県
内
に
お
け
る
労
働
災

害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
前

年
よ
り
死
亡
災
害
が
増
加
し
ま
し
た
。

休
業
災
害
も
な
か
な
か
減
少
に
は
い

た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
企
業
を
取
巻
く

今
日
の
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
情
勢
が
い
か
に

厳
し
く
と
も
、「
安
全
と
健
康
の
確
保

は
、
全
て
に
優
先
す
る
課
題
で
あ
る
こ

と
」
を
、
ゼ
ロ
災
運
動
の
原
点
に
立
ち

返
っ
て
再
度
確
認
し
、
安
全
安
心
、
そ

し
て
快
適
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
と
も
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

宮
崎
労
働
局

       

局
　
長
　 

坂
根
　    

登

公
益
社
団
法
人

宮
崎
労
働
基
準
協
会

　        

会
　
長
　
橋
口
　
光
雄

令和 7 年  元旦

局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
坂
　
根
　
　
登

総
務
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
福
　
原
　
　
正

雇
用
環
境･

均
等
室
長  

   

三
　
浦
　
章
　
子

労
働
基
準
部
長      

    

吉
　
野
　
勇
　
希

総
務
課
長          

    

東
　
郷
　
ま
す
え

労
働
保
険
徴
収
室
長   

   

木
野
宮
　
柔
　
剛

監
督
課
長          

   

大
　
野
　
一
　
喜

健
康
安
全
課
長       

   

松
　
澤
　
　
良

賃
金
室
長           

   

中
玉
利
　
浩
　
治

労
災
補
償
課
長       

   

若
　
本
　
正
　
宏

宮
崎
労
働
基
準
監
督
署
長

   

新
　
盛
　
末
　
弘

延
岡
労
働
基
準
監
督
署
長

   

谷
　
宮
　
俊
　
実

都
城
労
働
基
準
監
督
署
長

   

吉
　
田
　
　
恭

日
南
労
働
基
準
監
督
署
長

   

黒
　
木
　
章
　
寛

会
長          

   

橋
　
口
　
光
　
雄

宮
崎
支
部
長   

    

矢
　
野
　
俊
　
也

延
岡
支
部
長    

    

末
　
次
　
　
稔

都
城
支
部
長    

　

   

江
　
夏
　
啓
　
人

日
南
支
部
長    

   

平
　
林
　
哲
　
也

専
務
理
事
　
　
　
　 

   

福
　
山
　
栄
　
隆

             

外
役
職
員
一
同

宮崎労働局 公益社団法人宮崎労働基準協会

本年もご支援ご協力の程
よろしくお願い申し上げます

度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
「
宮
崎
労
働

局
第
14
次
労
働
災
害
防
止
推
進
計
画
」

の
各
種
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

貴
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
賃

金
引
上
げ
に
向
け
た
支
援
を
は
じ
め
、

宮
崎
県
の
労
働
分
野
に
お
け
る
様
々
な

課
題
に
対
し
て
、
今
後
と
も
御
理
解
と

御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
会
の
益
々
の
御
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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｢化学物質管理強調月間｣（２月）を初めて実施します
～ この機会に化学物質管理の総点検を ～

厚生労働省は令和７年２月１日から２月28日までの１か月間

2,900

、「化学物質管理強調月間」
を実施します。
職場において製造または取り扱われる化学物質は、数万程度存在すると言われています。

そのうち、危険性・有害性を有する化学物質は約 程度あることがわかっています。
厚生労働省では、化学物質による労働災害を防止するため、労働安全衛生法に基づく新たな
化学物質規制を導入し、本年４月から施行しています。
「化学物質管理強調月間」は、職場における危険・有害な化学物質

管理の重要性に関する意識の高揚を広く一般に図るとともに、化学物質
管理活動の定着を図ることを目的としたもので、毎年２月に実施するこ
ととしており、今年度が初めてとなります。

みなさま、この機会に職場で取り扱う化学物質の危険性・有害性を認識した上で、化学物質の
自律的管理を進めていきましょう。

≪ 各事業者の実施事項 ≫
（ア）製造し、又は取り扱っている化学物質の把握及び、ＳＤＳ等による危険有害性等の確認
（イ）特定化学物質障害予防規則等の特別規則、石綿障害予防規則の遵守の徹底
（ウ）ラベル表示・ＳＤＳ交付、リスクアセスメントの実施等
（エ）化学物質管理者の選任状況の確認
（オ）日常の化学物質管理の総点検
（カ）事業者又は化学物質管理者による職場巡視
（キ）スローガン等の掲示
（ク）有害物の漏えい事故、酸素欠乏症等による事故等緊急時の災害を想定した実地訓練等の実施
（ケ）化学物質管理に関する講習会・見学会等の開催、作文・写真・標語等の掲示、その他化学物質管理

への意識高揚のための行事等の実施

≪ ≫正しく理解 正しく管理 化学物質と向き合おう《スローガン》

化学物質の自律的な管理に関する自主点検表（画像出典：中央労働災害防止協会 キャンペーンポスター）

令和6 年度化学物質管理
強調月間実施要綱
（厚生労働省）

リスクアセスメント対象
物質に該当するか確認
（ケミサポ）

リスクアセスメント
－

（職場のあんぜんサイト）

化学物質管理対策に
関する無料窓口相談
（テクノヒル）

お問い合わせ先　宮崎労働局労働基準部 健康安全課 ℡0985-38-8835
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保護帽や
保護手袋を
正しく着用する

保護帽や
保護手袋を
正しく着用する

起動スイッチ等に施錠。（参考／グループロック
アウト方式：複数人がキーを持ち、全員のキー
が揃わなければ機械が起動しない方法）

　大掃除などで一斉に設備を停止した上で点検や
修理を行う「非定常作業」では、「はさまれ・巻き込ま
れ」などの災害に特に注意が必要です。

作業計画書の作成、作業の手順・方法の決定などを協
力会社や安全衛生担当部門ら関係者が事前に行った
上で、リスクアセスメントも実施して調整しましょう。

作業の進め方、合図の方法、禁止事項などを確認し、リ
スク情報を共有しましょう。必要な保護具の着用の確
認も忘れずに。

暗い場所は補助照明などで適正な照度を保つ。

動力を遮断し（電源を切り）、機械設備を完全に停
止させ、操作盤等の近くに「点検中のため操作禁
止」など目立つように表示する。

チェックリストなどを使って漏れなく点検。
指差し呼称で手順や安全の状態を確認する。

□ 通路や出入り口、階段などに物を放置していないか
□ 床、通路などの水、油、粉類はその都度取り除いているか
□ 安全に移動できるように、十分な明るさ（照度）が確保されているか
□ 台車などは、荷が崩れたりしないよう安全に使用しているか
□ 階段の滑り止めは外れていないか
□ 段差のある箇所や滑りやすい場所に、注意を促すステッカー
（標識）を掲示しているか
□ 作業靴の底がすり減って滑りやすい状態になっていないか
□ 「歩きスマホ」など足元から注意がそれる行動をしていないか
□ 転倒などを予防するための教育を行っているか

・無効にした安全装置、取り外した安全カバーなどを元に
 戻して、 作業場を整理・整頓。
・ヒヤリ・ハット情報などがあれば、作業指揮者に報告。

・目的地方面の交通情報や降雪など気象情報を収集。
・タイヤの摩耗状態、燃料の補給、タイヤチェーンの使い
方などを事前に確認。冬タイヤでも走行困難になること
があるため、タイヤチェーンは必ず携行する。

・急ハンドル、急ブレーキ、急発進などは、スピンやスリッ
プの原因になる。時間と心に余裕を持って！

・橋の上、日の当たらない道路、交差点やカーブの手前な
どは凍結しやすいので、あらかじめスピードを落として
徐行運転する。

脚立は原則として２ｍ未満のものを使う。

脚立は水平な安定した場所に設置する。

天板の上に乗らない。脚立にまたがらない。

　慌ただしい年末年始は、転倒などにつながる不安
全な行動をしがちです。また、雪や凍結した路面も
注意が必要です。しっかりと対策をして、安全を確保
しましょう。

　交通事故は年の後半に多くなる傾向にあり、特に
12月に多発しています。一人ひとりが安全運転を
心がけるとともに、毎日のミーティングなどでも繰
り返し注意喚起しましょう。

「年末年始無災害運動」関連  中災防図書・用品

作業中に不測の
事態が生じたら、
作業を中断して
作業指揮者に報告

作業中に不測の
事態が生じたら、
作業を中断して
作業指揮者に報告

合図は大きな声で
ハッキリと

決められた方法で

合図は大きな声で
ハッキリと

決められた方法で

出発前の準備

「急」のつく運転を避ける

凍結しやすい場所に注意

車間距離を十分に確保する

チェックしてみよう！ 例えば…

事前準備

作業が終了したら…

作業開始前ミーティング

年末年始の災害防止を徹底しよう！
年末年始は慌ただしく、生活のリズムも変わりやすい時期です。安全で健康に一年を締めくくり、
新たな年をスタートできるよう安全衛生活動のポイントを紹介します。

ポスター

用 品
図 書

非定常作業時の災害を防ぐ！ 脚立作業のポイント

転倒に注意！ 冬季の安全運転

健康管理をしっかりと

中災防　安全衛生図書・用品販売サイト
https://shop.jisha.or.jpご購入はコチラ

冬は身体が冷える上、年末年始は生活リズムも
不規則になりがちで、体調を崩しやすくなります。
いつも以上に健康状態に気を付けて、免疫機能を
高める工夫をしましょう。

体調の悪い
ときは
無理しない

バランスの
良い食事

適度な
運動

睡眠を
しっかりとる

からだを
温める

踏さん上で作業する際は、足を軽く開き、脚や膝を軽く
天板に当てて体勢を安定させる。つま先立ちは危険 ！

脚部に滑り止めの付いた脚立を使用し、開き止め
金具を確実にロックする。

周囲に「作業中」などの注意喚起の表示をする。

保護帽や
保護手袋を
正しく着用する

保護帽や
保護手袋を
正しく着用する

起動スイッチ等に施錠。（参考／グループロック
アウト方式：複数人がキーを持ち、全員のキー
が揃わなければ機械が起動しない方法）

　大掃除などで一斉に設備を停止した上で点検や
修理を行う「非定常作業」では、「はさまれ・巻き込ま
れ」などの災害に特に注意が必要です。

作業計画書の作成、作業の手順・方法の決定などを協
力会社や安全衛生担当部門ら関係者が事前に行った
上で、リスクアセスメントも実施して調整しましょう。

作業の進め方、合図の方法、禁止事項などを確認し、リ
スク情報を共有しましょう。必要な保護具の着用の確
認も忘れずに。

暗い場所は補助照明などで適正な照度を保つ。

動力を遮断し（電源を切り）、機械設備を完全に停
止させ、操作盤等の近くに「点検中のため操作禁
止」など目立つように表示する。

チェックリストなどを使って漏れなく点検。
指差し呼称で手順や安全の状態を確認する。

□ 通路や出入り口、階段などに物を放置していないか
□ 床、通路などの水、油、粉類はその都度取り除いているか
□ 安全に移動できるように、十分な明るさ（照度）が確保されているか
□ 台車などは、荷が崩れたりしないよう安全に使用しているか
□ 階段の滑り止めは外れていないか
□ 段差のある箇所や滑りやすい場所に、注意を促すステッカー
（標識）を掲示しているか
□ 作業靴の底がすり減って滑りやすい状態になっていないか
□ 「歩きスマホ」など足元から注意がそれる行動をしていないか
□ 転倒などを予防するための教育を行っているか

・無効にした安全装置、取り外した安全カバーなどを元に
 戻して、 作業場を整理・整頓。
・ヒヤリ・ハット情報などがあれば、作業指揮者に報告。

・目的地方面の交通情報や降雪など気象情報を収集。
・タイヤの摩耗状態、燃料の補給、タイヤチェーンの使い
方などを事前に確認。冬タイヤでも走行困難になること
があるため、タイヤチェーンは必ず携行する。

・急ハンドル、急ブレーキ、急発進などは、スピンやスリッ
プの原因になる。時間と心に余裕を持って！

・橋の上、日の当たらない道路、交差点やカーブの手前な
どは凍結しやすいので、あらかじめスピードを落として
徐行運転する。

脚立は原則として２ｍ未満のものを使う。

脚立は水平な安定した場所に設置する。

天板の上に乗らない。脚立にまたがらない。

　慌ただしい年末年始は、転倒などにつながる不安
全な行動をしがちです。また、雪や凍結した路面も
注意が必要です。しっかりと対策をして、安全を確保
しましょう。

　交通事故は年の後半に多くなる傾向にあり、特に
12月に多発しています。一人ひとりが安全運転を
心がけるとともに、毎日のミーティングなどでも繰
り返し注意喚起しましょう。
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れ」などの災害に特に注意が必要です。

作業計画書の作成、作業の手順・方法の決定などを協
力会社や安全衛生担当部門ら関係者が事前に行った
上で、リスクアセスメントも実施して調整しましょう。

作業の進め方、合図の方法、禁止事項などを確認し、リ
スク情報を共有しましょう。必要な保護具の着用の確
認も忘れずに。

暗い場所は補助照明などで適正な照度を保つ。

動力を遮断し（電源を切り）、機械設備を完全に停
止させ、操作盤等の近くに「点検中のため操作禁
止」など目立つように表示する。

チェックリストなどを使って漏れなく点検。
指差し呼称で手順や安全の状態を確認する。

□ 通路や出入り口、階段などに物を放置していないか
□ 床、通路などの水、油、粉類はその都度取り除いているか
□ 安全に移動できるように、十分な明るさ（照度）が確保されているか
□ 台車などは、荷が崩れたりしないよう安全に使用しているか
□ 階段の滑り止めは外れていないか
□ 段差のある箇所や滑りやすい場所に、注意を促すステッカー
（標識）を掲示しているか
□ 作業靴の底がすり減って滑りやすい状態になっていないか
□ 「歩きスマホ」など足元から注意がそれる行動をしていないか
□ 転倒などを予防するための教育を行っているか

・無効にした安全装置、取り外した安全カバーなどを元に
 戻して、 作業場を整理・整頓。
・ヒヤリ・ハット情報などがあれば、作業指揮者に報告。
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徐行運転する。

脚立は原則として２ｍ未満のものを使う。

脚立は水平な安定した場所に設置する。

天板の上に乗らない。脚立にまたがらない。

　慌ただしい年末年始は、転倒などにつながる不安
全な行動をしがちです。また、雪や凍結した路面も
注意が必要です。しっかりと対策をして、安全を確保
しましょう。

　交通事故は年の後半に多くなる傾向にあり、特に
12月に多発しています。一人ひとりが安全運転を
心がけるとともに、毎日のミーティングなどでも繰
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作業開始前ミーティング

年末年始の災害防止を徹底しよう！
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踏さん上で作業する際は、足を軽く開き、脚や膝を軽く
天板に当てて体勢を安定させる。つま先立ちは危険 ！
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　大掃除などで一斉に設備を停止した上で点検や
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れ」などの災害に特に注意が必要です。
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□ 通路や出入り口、階段などに物を放置していないか
□ 床、通路などの水、油、粉類はその都度取り除いているか
□ 安全に移動できるように、十分な明るさ（照度）が確保されているか
□ 台車などは、荷が崩れたりしないよう安全に使用しているか
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□ 作業靴の底がすり減って滑りやすい状態になっていないか
□ 「歩きスマホ」など足元から注意がそれる行動をしていないか
□ 転倒などを予防するための教育を行っているか

・無効にした安全装置、取り外した安全カバーなどを元に
 戻して、 作業場を整理・整頓。
・ヒヤリ・ハット情報などがあれば、作業指揮者に報告。

・目的地方面の交通情報や降雪など気象情報を収集。
・タイヤの摩耗状態、燃料の補給、タイヤチェーンの使い
方などを事前に確認。冬タイヤでも走行困難になること
があるため、タイヤチェーンは必ず携行する。

・急ハンドル、急ブレーキ、急発進などは、スピンやスリッ
プの原因になる。時間と心に余裕を持って！

・橋の上、日の当たらない道路、交差点やカーブの手前な
どは凍結しやすいので、あらかじめスピードを落として
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　慌ただしい年末年始は、転倒などにつながる不安
全な行動をしがちです。また、雪や凍結した路面も
注意が必要です。しっかりと対策をして、安全を確保
しましょう。

　交通事故は年の後半に多くなる傾向にあり、特に
12月に多発しています。一人ひとりが安全運転を
心がけるとともに、毎日のミーティングなどでも繰
り返し注意喚起しましょう。

「年末年始無災害運動」関連  中災防図書・用品

作業中に不測の
事態が生じたら、
作業を中断して
作業指揮者に報告

作業中に不測の
事態が生じたら、
作業を中断して
作業指揮者に報告

合図は大きな声で
ハッキリと

決められた方法で

合図は大きな声で
ハッキリと

決められた方法で

出発前の準備

「急」のつく運転を避ける

凍結しやすい場所に注意

車間距離を十分に確保する

チェックしてみよう！ 例えば…

事前準備

作業が終了したら…

作業開始前ミーティング

年末年始の災害防止を徹底しよう！
年末年始は慌ただしく、生活のリズムも変わりやすい時期です。安全で健康に一年を締めくくり、

新たな年をスタートできるよう安全衛生活動のポイントを紹介します。

ポスター

用 品
図 書

非定常作業時の災害を防ぐ！ 脚立作業のポイント

転倒に注意！ 冬季の安全運転

健康管理をしっかりと

中災防　安全衛生図書・用品販売サイト
https://shop.jisha.or.jpご購入はコチラ

冬は身体が冷える上、年末年始は生活リズムも
不規則になりがちで、体調を崩しやすくなります。
いつも以上に健康状態に気を付けて、免疫機能を
高める工夫をしましょう。

体調の悪い
ときは
無理しない

バランスの
良い食事

適度な
運動

睡眠を
しっかりとる

からだを
温める

踏さん上で作業する際は、足を軽く開き、脚や膝を軽く
天板に当てて体勢を安定させる。つま先立ちは危険 ！

脚部に滑り止めの付いた脚立を使用し、開き止め
金具を確実にロックする。

周囲に「作業中」などの注意喚起の表示をする。

保護帽や
保護手袋を
正しく着用する

保護帽や
保護手袋を
正しく着用する

起動スイッチ等に施錠。（参考／グループロック
アウト方式：複数人がキーを持ち、全員のキー
が揃わなければ機械が起動しない方法）

　大掃除などで一斉に設備を停止した上で点検や
修理を行う「非定常作業」では、「はさまれ・巻き込ま
れ」などの災害に特に注意が必要です。

作業計画書の作成、作業の手順・方法の決定などを協
力会社や安全衛生担当部門ら関係者が事前に行った
上で、リスクアセスメントも実施して調整しましょう。

作業の進め方、合図の方法、禁止事項などを確認し、リ
スク情報を共有しましょう。必要な保護具の着用の確
認も忘れずに。

暗い場所は補助照明などで適正な照度を保つ。

動力を遮断し（電源を切り）、機械設備を完全に停
止させ、操作盤等の近くに「点検中のため操作禁
止」など目立つように表示する。

チェックリストなどを使って漏れなく点検。
指差し呼称で手順や安全の状態を確認する。

□ 通路や出入り口、階段などに物を放置していないか
□ 床、通路などの水、油、粉類はその都度取り除いているか
□ 安全に移動できるように、十分な明るさ（照度）が確保されているか
□ 台車などは、荷が崩れたりしないよう安全に使用しているか
□ 階段の滑り止めは外れていないか
□ 段差のある箇所や滑りやすい場所に、注意を促すステッカー
（標識）を掲示しているか
□ 作業靴の底がすり減って滑りやすい状態になっていないか
□ 「歩きスマホ」など足元から注意がそれる行動をしていないか
□ 転倒などを予防するための教育を行っているか

・無効にした安全装置、取り外した安全カバーなどを元に
 戻して、 作業場を整理・整頓。
・ヒヤリ・ハット情報などがあれば、作業指揮者に報告。

・目的地方面の交通情報や降雪など気象情報を収集。
・タイヤの摩耗状態、燃料の補給、タイヤチェーンの使い
方などを事前に確認。冬タイヤでも走行困難になること
があるため、タイヤチェーンは必ず携行する。

・急ハンドル、急ブレーキ、急発進などは、スピンやスリッ
プの原因になる。時間と心に余裕を持って！

・橋の上、日の当たらない道路、交差点やカーブの手前な
どは凍結しやすいので、あらかじめスピードを落として
徐行運転する。

脚立は原則として２ｍ未満のものを使う。

脚立は水平な安定した場所に設置する。

天板の上に乗らない。脚立にまたがらない。

　慌ただしい年末年始は、転倒などにつながる不安
全な行動をしがちです。また、雪や凍結した路面も
注意が必要です。しっかりと対策をして、安全を確保
しましょう。

　交通事故は年の後半に多くなる傾向にあり、特に
12月に多発しています。一人ひとりが安全運転を
心がけるとともに、毎日のミーティングなどでも繰
り返し注意喚起しましょう。

「年末年始無災害運動」関連  中災防図書・用品

作業中に不測の
事態が生じたら、
作業を中断して
作業指揮者に報告

作業中に不測の
事態が生じたら、
作業を中断して
作業指揮者に報告

合図は大きな声で
ハッキリと

決められた方法で

合図は大きな声で
ハッキリと

決められた方法で

出発前の準備

「急」のつく運転を避ける

凍結しやすい場所に注意

車間距離を十分に確保する

チェックしてみよう！ 例えば…

事前準備

作業が終了したら…

作業開始前ミーティング

年末年始の災害防止を徹底しよう！
年末年始は慌ただしく、生活のリズムも変わりやすい時期です。安全で健康に一年を締めくくり、
新たな年をスタートできるよう安全衛生活動のポイントを紹介します。

ポスター

用 品
図 書

非定常作業時の災害を防ぐ！ 脚立作業のポイント

転倒に注意！ 冬季の安全運転

健康管理をしっかりと

中災防　安全衛生図書・用品販売サイト
https://shop.jisha.or.jpご購入はコチラ

冬は身体が冷える上、年末年始は生活リズムも
不規則になりがちで、体調を崩しやすくなります。
いつも以上に健康状態に気を付けて、免疫機能を
高める工夫をしましょう。

体調の悪い
ときは
無理しない

バランスの
良い食事

適度な
運動

睡眠を
しっかりとる

からだを
温める

踏さん上で作業する際は、足を軽く開き、脚や膝を軽く
天板に当てて体勢を安定させる。つま先立ちは危険 ！

脚部に滑り止めの付いた脚立を使用し、開き止め
金具を確実にロックする。

周囲に「作業中」などの注意喚起の表示をする。

最寄りの宮崎労働基準協会各支部まで
《お問合せ先は、Ｐ．８に掲載しています。》ご購入はコチラ
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送 検 事 例
【事故の概要】
労働者が、機械の回転軸に付属する止め具に巻き込まれて負傷する事故が発生しました。
【監督署の対応】
労働基準監督署は、機械の回転軸
の止め具を埋頭型にせず、労働者
の安全を確保していなかったとし
て、化学繊維製造業のF工業㈱（大
阪府）と同社役員を労働安全衛生
法第20条（事業者の講ずべき措置
等）違反などの疑いで大阪地検に
書類送検しました。
【対　策】
労働安全衛生規則では、回転軸や
歯車などに付属する止め具につい
て、埋頭型（外に出っ張っていな
い構造）にしたり、覆いを設けな
ければならないと規定しています。

【事故の概要】
商業施設の駐車場で、港湾運送会社の執行役員がフォークリフトを運転してトレーラーの荷台
からコンテナを降ろす作業をしていた際、後進したフォークリフトに労働者が巻き込まれ死亡
する事故が発生しました。
【監督署の対応】
作業計画を策定せず、さらに接触防止措置も講じずに荷役作業を行った疑いで、T港運㈱（沖縄県）
と同社執行役員常務を労働安全衛生法第20条（事業者の講ずべき措置等）違反などの疑いで、
那覇地検平良支部に書類送検しました。
【対　策】
作業場所の広さやフォークリフトの種類など
に適応する作業計画を定め、さらに運転中の
フォークリフトと労働者が接触しないよう、
労働者に危険が生じる箇所に立ち入せらない
ようにするための接触防止措置を講じること。

【隔離の原則】
～機械の稼働部分には柵、囲い等を設けて、
　身体の一部が入らないようにしましょう～

原動機
（モーター・内燃機関等）

プーリー

ベルト

歯車

回転軸

原動機で発生した動力を、
機械の加工等を行う場所まで
伝達する機構

機械

伝達した動力を
使って加工等

稼働部分が機械の外等で
むき出しになっていると、
同所に接触した労働者が
巻き込まれる等して負傷
する危険性

危険です !!　機械の回転軸にカバーをしていますか？

フォークリフト作業をするとき適切な作業計画を作っていますか？

危険！
対策！
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厚生労働省は、次世代育成支援対策推進法に基づき、くるみん等の認定を受けた
企業が、不妊治療と仕事との両立にも積極的に取り組み、一定の認定基準を満たし
た場合に、 3種類のくるみんにそれぞれ「プラス」認定を追加するもので、「くるみ
んプラス」「プラチナくるみんプラス」「トライくるみんプラス」と称します。

不妊治療と仕事の両立に取り組み、プラス認定を取得しましょう。

※令和４年３月３１日まで（制度創設前）にくるみん認定を受けている企業がプラ
ス認定基準を満たした場合は、経過措置として、令和７年３月３１日までに申請さ
れた分に限り、そのくるみん認定を受けた行動計画の期間に関わらずプラス認定
の対象になります。

認定や助成金等、不妊治療と仕事との両立に関する
情報を各種掲載しています。
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_14408.html

宮崎労働局雇用環境・均等室（平日８：３０～１７：１５）

第84回（令和７年度）
全国産業安全衛生大会in大阪・近畿のお知らせ

令和７年度の全国産業安全衛生大会
は、大阪府大阪市で９月１０日（水）
から１２日（金）までの３日間、インテッ
クス大阪をメイン会場として開催いた
します。プログラム・お申込み方法等
の詳細につきましては、決定次第HP
等にてご案内いたします。
多数の皆さまのご参加をお待ち申し上
げます。　　　　（中央労働災害防止協会）

くるみん認定と一緒に
「プラス」認定も取得しませんか？

（公財）安全衛生技術試験協会の受験申請が
オンラインで可能になりました！

労働安全衛生法に基づく免許試験」のうち、オンライン
完結の試験の種類を除く試験

https://www.exam.or.jp/
03-5275-2366

オンライン＋
郵送の対象試験

二級ボイラー技士・高圧室内作業主任者・潜水士・
再申請（同一の免許試験の種類を再受験される方のみ）

オンライン
完結の試験

●不妊治療と仕事との両立のために（厚生労働省ＨＰ）

●お問い合わせ先

事業主の皆様へ

令和6年 労災死亡者累計
令和６年12月9日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

1
3
2
4
4
14

2

3
5
4

1
1
1
1

4
2

1
3
1
5
4

3
1

2
6

2 12前年同期

TEL.０９８５(３８）８８２１

全国産業安全衛生大会は、全国から産業安全・労働衛生の関係者が一堂に集い、
企業の研究発表や、専門家による講演などを行う、国内最大の安全衛生イベントです。
産業現場での安全と健康の確保を誓う安全文化の祭典に、ぜひご参加ください。

兵庫県：大鳴門橋　　　　　　　　　　　　　　  和歌山県：北部臨海工業地帯　　　　　　　　　　　　奈良県：みたらい渓谷　　　　　
　　　　　　　　　　京

都府：天橋立　
　　　　　　

　 　　　　
　　　　　

　滋賀県：
琵琶湖

　　　　　
　　　　

　　　　
　　　　

　　　　
　　　　

　　　
　　　

　　　
　　　

　　　
　　大

阪府：
大阪港

とオフ
ィス街

緑十字展2025  インテックス大阪同時開催

インテックス大阪・ATCホール会　　場

（大阪府大阪市）

主催：中央労働災害防止協会　　協力：公益社団法人大阪労働基準連合会・近畿ブロック各労働基準連合会（県協会）
協賛：各都道府県労働基準連合会（県協会）ほか

中央労働災害防止協会　教育ゼロ災推進部　イベント事業課
TEL：03-3452-6402　 https://www.jisha.or.jp/taikai/2025/

近
畿
近
畿
大
阪

Kinki
Osaka

大
会
テ
ー
マ 

共
に
築
こ
う

　安全
・
健
康

　
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
未
来

開催期間

日 水10 12日 金9月

令和7年
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講習のご案内講習のご案内
月分

宮崎基準協会

 「受講申込書」はホームページから
   印刷（ExcelまたはPDF形式）できます

（注）都合により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。　
講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします（平日8：30～17：00）。
但し、※印の講習（主に高校生対象）を受講希望の方については、担当支部にお問合わせの上、お申し込みください。
・「技能講習」受講申込書には証明写真、本人確認書類の添付が、また「特別教育等」受講申込書には本人確認書類の添付が必要です。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。　事務局へ申込書の受付を確認後、開催日の
 3営業日前までにご入金ください。
（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）

1 2

（免除）…以下の講習等の免除対象者についてはお問合わせいただくか、宮崎労働基準協会HPでご確認ください。申込書に確認書類の貼付が必要です。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

技
能
講
習

ガス溶接 15,950 会員    330
一般    880 宮崎 ※ 2/15（土） ～ 2/16（日） ( 学科 ) 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

( 実技 ) 宮崎工業高等学校

玉掛け
（つり上げ荷重１トン以上の

クレーン等の玉掛け作業）

27,280
（免除 25,190）

会員      605
一般   1,705

（改定）

宮崎 2/  6（木） ～ 2/  8（土） （学科）矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）矢野運輸（株）

延岡 2/13（木） ～ 2/15（土） （学科 ) 延岡市職業支援訓練センター
（実技） 日向地区中小企業支援機構

都城 1/16（木） ～ 1/18（土） （学科）都城地区建設業協会
（実技）海晴機械 ( 株 ) 北諸県郡三股町）

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除 32,120）

会員    605
　　一般 1,705 宮崎 1/23（木） ～ 1/25（土） （学科）矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）矢野運輸（株）

作
業
主
任
者

特定化学物質及び
四アルキル鉛等

15,950 会員　 880
一般 1,980 延岡 1/16（木） ～ 1/17（金）  延岡市職業支援訓練センター

酸素欠乏・
硫化水素危険

20,900 会員 1,210
一般 2,310

宮崎 2/24（月） ～ 2/26（水） （学科）
矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）    （実技）

延岡 1/21（火） ～ 1/23（木）  （学科）
延岡市職業支援訓練センター

 
（実技）

有機溶剤 15,950 会員 　880
一般  1,980 延岡 2/18（火） ～ 2/19（水）  延岡市職業支援訓練センター

石綿 15,950 会員   　880
一般   1,980

宮崎 1/ 28（火） ～ 1/29（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

宮崎 2/4（火） ～ 2/5（水）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

特
別
教
育

アーク溶接等業務 会員 21,890
一般 24,970

1,210 宮崎 ※ 1/ 16（木） ～ 1/ 18（土） （学科）矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）ポリテクセンター宮崎

自由研削用といし
取替等業務

会員 9,020
一般 12,100

1,320 都城 ※ 2/1（土） （学科）都城工業高等学校
（実技）

そ
の
他

安全管理者選任時研修

会員 16,280
（免除 13,860）

一般 19,250
（免除 16,940）

1,650 宮崎 2/13（木） ～ 2/14（金） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

職長等の教育
（注）建設業の方については、職長・安全
衛生責任者教育を建設業労働災害防止協会

（℡ 0985-20-8610）が実施しています。

会員 15,950
一般 19,030

880 宮崎 2/18（火） ～ 2/19（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

★お問合わせは宮崎支部へ

★お問合わせは宮崎支部へ

★お問合わせは都城支部へ

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

★日程変更

★日程変更

都合により中止いたします都合により中止いたします

講習会の申込み・問合わせ先等（営業日：平日8：30～17：00）
宮崎労働基準協会本部･宮崎･日南支部■

宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル
〒880-0024

TEL.0985-25-1853 
FAX.0985-28-9080
延岡支部■

TEL.0982-34-5538  
FAX.0982-21-0117

■ 都城支部

TEL.0986-24-5603  
FAX.0986-24-5618

・申込みの受付けは、開催日の1か月前から開始します。（土日・祝日に当たる場合は翌営業日8：30～となります。）
・申込み受付開始後、①受講申込書提出⇒②事務局に申込書の受付を確認⇒③ご入金をもって『受付完了』としま
す。つきましては、申込書の受付を確認後、原則として開催日の３営業日前までにご入金をお願いいたします。
期日までにご入金が確認できない場合は、受講申込みの取消しをさせていただく場合がありますのでご了承ください。

・『受付完了』後のキャンセルにつきましては、開催日の３営業日前までにご連絡があった場合に限りご返金いたし
ます。銀行振込みでの返金を希望される場合は、振込手数料を差し引かせていただきます。再度、受講を希望され
る場合は改めてお申込みをお願いいたします。

・定員に達していない場合は開催日の前日でもお申込みは可能ですが、お早目の手続きをお願いいたします。
・定員に達している場合は、キャンセル待ちをご案内します。
・『受付完了』後に受講者の変更を希望する場合は、前日でもご対応は可能です。

【受講申込みについて】

追
加
開
催
（
再
掲
）

追加開催決定しました！

ゼロ災運動ＫＹＴ
（危険予知活動）
トレーナー研修会

会員 26,730
一般 29,700

テキスト代込 宮崎 3 / 5（水） ～ 3 / 6（木）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

●申込みは、中央労働災害防止協会WEB受付のみ（受付は2月28日（金）迄）　
「中災防　KYT 宮崎」 で 【検索】　　https://www.jisha.or.jp/kyushu/seminar/
（注）当協会会員様は、申込フォームの「中災防会員について」欄の「非会員（一般）」を選択し、「通信欄」に「基準協会会員」と入力してください。


